
台風１９号の出水に備えて
～中筋川ダムでは「洪水貯留準備操作(事前放流)」を実施しています～

中筋川ダムでは、今週末から四国に接近が予想されている強

い台風１９号による出水に備えるため、１０月７日から「洪水

貯留準備操作（事前放流）」を実施しています。

※「洪水貯留準備操作（事前放流）」とは

中筋川ダムでは、台風などによる出水時に下流の被害を軽減

させるため、ダムに入ってくる水を貯める洪水貯留を行います。

「洪水貯留準備操作（事前放流）」とは、今回の台風のように

大雨が予想される場合、利水者の協力の下、利水容量の一部を

活用し事前にダムの貯水位を通常時より低下させ、洪水貯留に

使用できる容量を大きくして、台風などの出水に備えるための

操作です。今年度は、８月の台風１１号以来、２回目の実施と

なります。
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通常時の洪水貯留は、貯水位７２．１ｍ～９３．６ｍの間で行いますが、洪水貯
留準備操作（事前放流）を行うことにより、貯水位を最大で６７．０ｍまで（約５ｍ）
低下させ、洪水貯留容量を増加させ洪水対応を行います。

通 常 洪水貯留準備操作（事前放流）
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